
コロナ禍の今、学校が始まりました！ 
 

 感染力の強い変異株により、今まで以上に不安な

気持ちで毎日をお過ごしの方も多いことでしょう。

そして、今日から始まる学校の教育活動についても

同様のお気持ちの方もいらっしゃるでしょう。 

 そこで、今号は、現段階での判断による学校の取組や、２学期の教育活動に

ついてお知らせします。※｢学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理

マニュアル～『学校の新しい生活様式』～｣(令和 3 年 4 月 28 日改訂文科省）参考  

 

【感染源を断つ】 

 保護者の皆様には、昨日のＰＴＡメールでお願いしたように、発熱（37.5

度以上）がある場合、また、同居のご家族に発熱や違和感等の体調の変化があ

る場合は、登校を控えていただきたいと思います。 

また、発熱以外に、倦怠感、頭痛、鼻水、喉の痛み等の風邪症状や、臭覚・

味覚に異常があった場合も登校を控えていただきたいと思います。 

【感染経路を断つ】 

 学校では、マスクの着用（予備に２～３枚のマスクをランドセルに入れてく

ださい）、こまめな手洗いに徹底して取り組んでいます。また、ドアノブ等の

消毒も職員が行います。 

【身体全体の抵抗力を高める】 

 学校では、適度な運動を行っています。ご家庭でも、十分な睡眠とバランス

のとれた食事をぜひお願いします。 

【集団感染のリスクを減らす】 

学校では、３密(｢密閉空間｣｢密集場所｣｢密接場面｣)を極

力減らします。NOU トレタイムでは、大きな声を出す「音

読」は中止としました。朝の会の歌についても、リズムを

取りながらのハミングや、リズム遊びに切り替えました。   

始業式は、アリーナに集まらずに、放送による各学級での式としました。 

まだまだ蒸し暑いので、各教室ではエアコンをつけ、常時換気をしていま
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す。また、扇風機も回しながら空気が流れるように留意しています。 

マスクを取る給食では、全員が前を向き、無言で食べます。 

学習活動では、できるだけ「３密」を避けたり、「３密」の時間を

短くなるようにしたりして取り組んでいます。 

【行事等について】※急な変更が発生する場合があります。ご理解ください。 

〇８月３０日（月）からの教育実習 

 ２人の実習生とも、各大学の教育実習規則に則り、上越に来て２週間以上が

経過し、症状が出ていないことを確認して、予定通りの実施となります。 

〇９月９日（木）・１０日（金） ５年生のフレンドキャンプ 

 会場は、感染が発生していない地域であり、感染対策を十二分に行っている

国立妙高青少年自然の家であること。また、活動の中心は野外であり、他の団

体との接触がほとんどないことから、予定通り実施します。ただし、食事は、

バイキングではなく、お弁当に変更します。 

〇９月１日（水） ＰＴＡ三役会・総務会③ 

 ＰＴＡ会長と相談のうえ、協議事項がないため、書面での連絡とします。 

〇９月１４日（火） 学習参観・避難訓練（保護者引き渡し） 

 ３密を回避するために、学習参観は中止とします。併せて、避難訓練（保護

者引き渡し）も中止とします。下校は、通常の火曜日の下校時刻となります。 

〇９月１５日（水） 学校運営協議会② 

 学校運営協議会長と相談のうえ、中止とし、書面での審議とします。 

〇９月１６日（木） 糸魚川市陸上大会（６年生参加） 

 中止とします。（本日、6 年生のみ文書配付） 

〇９月２２日（水） 歩こう遠足 

 屋外で、午前中のみの活動（給食あり）ということで実施予定です。若干、

内容を変更しての取組となります。※次号でご紹介します。 

〇１０月１６日（土） わかしおフェスティバル 

 今のところ、昨年度と同様に、子どもと保護者(各家庭、糸

魚川市在住の３名以内)の入れ替えによる実施で考えていま

す。 

〇１０月２８日（木） 糸魚川市小中音楽発表会（５年生参加） 

 今のところ、地区ごとの３部形式で実施予定です。能生小学校は午後の予定

です。無観客で行いますので、保護者の方の来場はできません。 

〇１０月２８日（木）、２９日（金） 修学旅行（６年生） 

 行先は、新潟市です。当日、現在のように新潟市に「緊急宣言」が発令中で

あれば、同日に他の方面に変更します。現在、旅行社に代案を依頼中です。全

国の感染状況によっては、延期もありえます。 

 

１１月以降については、感染状況が見通せないので、後日お知らせします。 

全国的に、休み中は家庭内感染の増加が顕著でしたが、それが学校内感染と

ならないように、最善の策を講じてまいります。 


